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　　強力一伝（山岳小説）
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’　新田次郎氏の本面白く読みまし

た．まとまった時間を轟らて読むこ

とができず，3日ほどかかったので

すが，感想を断片的にお話しましよ

う．貴方も是非御一読されて，御感

想をお知らせ下さるのをお待ちして

います，内容は「凍傷」＼「強力伝」

　「山犬物語」の三篇です．

　現存される佐藤順一氏をとりあつ

からた「凍傷」ですが，これは佐藤

氏の創設時代の富士山頂における気

象観測をとりあつかったものです．

確か昭和21年頃だったと思いますが

橋本英吉氏が「富士山頂」で野中到

氏の山頂における連続観測の創業を

書きましたが，同じ系統のものと見

　られましよう．面白いことは橋本氏

の場合この作品の発表以前に同じテ

ー々を取扱った「富士と水銀」があ

　り，新田氏も「文学者」に発表にな

ったときにぐらべて大巾な改稿をし

ているのですから，結局2人の作家

が大体同じようなテーマについて二

度目の作品を持ったことになるので

こんなことは恐らく前例のないこと

でしよう．「日本の気象」や「北方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ

定点」をふくめて気象台の仕事が小．けでいる点が少くありません・一しかノ

説や戯曲のテー々と准りうるという　し特技がかえってわざわいして・．少

ことはかなり興味のあることですが　しくどくなりすぎている点もあるの

このととについてはそのうちゆっく　ではないでしようか，自然の描写に

り御話してみようではあ甲りません　対して，一主要人物以外は十分書きこ

か．．　　　　　一　　一　　　　なせている・とは思えないので，余計

橋本氏の作品は，新舐の今度のに目立つのではないでしようか・た

　　　　　　　　　　　　　　　　とえば主要人物ではないが女性の描
「凍傷」にくらべるとかなり多旋律
的です．＿般的に考えて多旋律の方　き方など何か少し物足りない・男だ

　　　　　　　　　　　　　　　　けが主要な働をする小説で，たった
が書くエネルギーを一層必要とする
　　　　　　　　　　　　　　　　．1人か2人しか登場しない女性のと
ことは明らかでしようが，書ぎにく
　　　　　　　　　　　　　　　　りあつかいはもっと慎重にする必要，
さという点から考える．と単旋律の方’

　　　　　　　　　　　　　　　　はないだろうか．山岳小説と銘打っ
がずっとむづかしいような気がしま
　　　　　　　　　　　　　　　　てあるから自然と人間めパランスが
す．画でいうと複雑に色々のものを　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　普通と逆になづているのかもしれな
書き込んだものより，簡単なテーマ　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　いが．しかし調和がとれてないと再
ほどその上手，下手がはっきりする
　　　　　　　　　　　　　　　　方ともう まく浮ぴ上って来ないので
場合が多いようです．これはおそら
　　　　　　　　　　　　　　　　はないでしようか．田中館博士にし
く単旋律の場合は主人公にばかりカ
　　　　　　　　　　　　　　　　ても読者にかなり予備知識を予想し
メラ・アングルが向けられプその行
　　　　　　　　　　　　　　　　た書き方だと思います．
為をおっかけまわすので・傍の人物
がリアルに浮び上ってこないからな　・それから始めに伏線にしておいて

ゐだと颪、ます．だから新田氏の場後から使う場合で2・3少し不自然

合，＿人のプロ作家がとりあっかっ　に感じた所がありました・凍傷で佐

たのと同じようなテーマを，しか』も　藤がこわれた時計のガラスを絹9間

それより書きにくい方法で後から試からほり出す所・もし事実とすれば

みたのですから，大へん大胆なくわ　51頁の書き方は不十分ではないでし

だてであることは明らかなことでし　ようか・強力伝で小宮の娘の鶴子が

よう．　・　　　　　」　　　　　2ケ所に出てきますが・伏線り方の

　　　　　　　　　　　　　　・　描写が生き生きしていないためか何
　新田氏は山や気象鶴測に経験が深
　　　　　　　　　　　　　　　　か無理に技巧をこらしているような
いので，自然の描写が大へんよく書
　　　　　　　　　　　　　　　　気がしました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳

漂護・．強力伝
　　　　　　　　　　新　田．次　郎　著
　　lmm“咄ml耐ll“M曲””“1”llmll”1”ll””1”ll”！ll“川1側川1”“棚ll””腿田”！”1川川“llll柵”lll““皿量“鯉

響暑講難雛羅響霞馨鰹
版御ま金るでるoはにあ尊中にか年小六げに拓山寛

1藻筆1購蓬1－1響1難

蓉雛響騰誕轡蒜篶馨
円　でと時い　るでに係たた凍　家者選昭日昭文央ン

麟、鰯猿朋 文堂麗雛醐霧

チェホフはかって「批評家は馬のお

混について縄のようなものだ」と言

いました．最近ではマノレセル・パニ

ヨルの風あたりが大へん強い，彼の

本の巻頭には「無智・偏見・通人気

取り，また嫉妬に対するわれら共通

の戦いを記念して…」とあります．

私のこんな感想も作者が見たら「お

やおや」と微苦笑されるにちがいな

いでしよう．しかしこの手紙をよん

で，貴方が読んでみようという気に

なればそれでi効果は十分なのです。

・批評が専門でない私は，もし面白く

ない本なら始めから獣然してしまえ

ばよいのですから．

　ig55年9月26日　・杵本俊吉
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